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３月末の好調ではしゃぎ過
ぎたつけを引きづりながら、
新学期が始まった。天才テレ
ビ君取材、モンベルのトライ
＆キャリーで、相変わらずア
クティブなゴールデンウィ
ーク。メインイベントは５月
末のハコネトレイル 50km。 
 
4 月 7 日：市民大会 
 J-step での市民向け大会前日。翌日
はオリエンテーリング愛好者の参加を
増やすため、午後は静大裏山でミドル
のセルフサービスイベントを行なうこ
とにしていた。調査は３月中に終えて
いたが、コントロールを置いてみると、
その周囲の地図表現が気になる。コー
ス図を持って最後の地図調査。この念
の入りよう、WOC 並だね。 
 
4 月 8 日 
清水のJ-stepでの市民向けオリエン
テーリング大会を開催。絶好のオリエ
ンテーリング日和り。集合は 9:30 だっ
たが、9時に現地に着くとすでにアラジ
ンの社長、店長も来ていた。彼らは僕
以上に清水でのオリエンテーリングの
普及に熱心だ。運営を頼んだ静岡オリ
エンテーリングクラブのメンツもぼち
ぼち来ている。 
事前申し込みをしていないので、何
人くるのか一抹の不安があったが、蓋
を開けてみたら 120 人の参加だった。
予備にレーザープリンターで地図刷っ
ておいてよかった。 
とりわけ嬉しかったのは、30名の小
学生の参加があったことだ。近くの小
学校の高学年にビラをまいた効果だ。
また家族の参加もあり、「地図の見方
が勉強になり、頭の体操になった。足
の訓練になった。」「探検みたいで楽し
かった。」と、概ね好評だった。 
 
興味深いのは、J-stepｎ周りにはほ
とんど森がなく農地改良をした緩斜面
上に果樹園と農道が広がっている、オ
リエンティアにとっては面白いとは思
えない場所だったにも関わらず、昨年
公園で本格的 O-map を使ってやった時
よりも評判がよかった点である。一般
の人を対象とした普及イベントをやる
時には、私たちの感覚はむしろバリア

になってしまう。異なる感覚でオリエ
ンテーリングを楽しむ人たちをどう愛
好者仲間に入れていくかに、難しさを
感じた。 
もう一つ興味深かったのは、二度も
ラジオでインタビュー＋宣伝をしても
らったにも関わらず、アンケートを書
いてくれた人の中で「ラジオを聞いて
来た」という人が一人もいなかった点
である。口コミは相変わらず有効では
あるが、昨年一人もこなかった近隣の
小学校のビラでは、今回は多くの小学
生を集めるのに成功している。普及の
効果的な方法にはまだまだノウハウの
蓄積が必要なようだ。 
 
4 月 15 日 
 長い距離を走る準備は出来ていない
が、5月末のハコネトレイルランに備え
て、長い運動をしておきたい。身延線
沿いに徳間まであがって、そこから東
海自然歩道沿いに降りてくるという約
80km にマウンテンバイク乗りに出かけ
た。東海自然歩道、特に徳間の青少年
旅行村から田代峠を越える部分は谷の
奥に似合わぬ緩斜面が広がっており、
独特の雰囲気がある。800m くらいだろ
うと思っていた峠は実は 1100m ほども
あり、最後はかなりへばった。峠を越

えると、清水側の林道は思いの外峠近
くまで伸びていて、後は長い林道をの
んびり帰る。途中登りでは左胸に違和
感がでて、へこむが、その後回復。 
 

 
▲非常勤先の短大での授業風景。よもぎを
摘んできて、草餅を作って食べる授業。「こ
んな楽しいのが授業なんて信じられない」
というコメントが嬉しくも悲しくもある。 

 
4 月 21 日 
 ウィークデーに、NHK の子ども番組
「天才テレビ君」の取材の依頼が来た。
この日は、昼頃静岡駅で打ち合わせ。
清水より往復マウンテンバイク。帰り
は日本平山中を抜けて帰る。 
 
4 月 22 日 
 久しぶりに90分の日本平ランにでか
けた。３週間くらい前に走った時はふ

Fast life, slow life 
 

読み物 

村越真のオリエンテーリング日誌 

▲ゴールデンウィーク前半。天才テレビ君の取材の合間に、加藤ジーナと。

村越 真 
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らふらだったが、今回は最後まで身体
が動いた。わずかづつではあるが、身
体ができてきている。 
 

4 月 28 日：天才テレビ君ロケ 
東京谷中で、天才テレビ君のロケ。
ほんの16分の番組の取材に丸一日かか
ることは珍しいことではないが、今回
は街と山の中で、二日間の予定。しか
も、ディレクターのスタンスが甘いせ
いか、待ち時間がいつも以上に長い。 
一緒に出演するのは、同番組のテレ
ビ戦士「加藤ジーナ」と「藤井千帆」。
ジーナは地図読みは得意、千帆は苦手
だという。 
実際歩かせてみると、ジーナは地図
をきっちり読んで 8 分で目的地に着け
たのに対して、千帆は途中から全く分
からなくなって、現在地のヒントを与
えながら 40分かかった。面白いのは二
人の違いは地図の選択時から現れてい
た点だ。 
 
イラストマップから詳細な地図まで、
いろいろな地図を示して、本人に使う
地図を選ばせたが、ジーナが詳細な区
分図を選んだのに対して、千帆はイラ
ストマップを選ぶ。地図が苦手な子は、
一見見やすいイラストマップを選んで
しまい、その結果地図にだまされ、ま
すます地図を読むのが苦手という悪循
環に陥ってしまうのかもしれない。 
それでも、現在地のヒントを与えた
あとの千帆は、整置をしてルートを考
えたり、チェックポイントの確認をし
たりと、最低限の地図読みはできてい
た。彼らがうまく地図が使えないのは、
一つ一つのスキルではなく、それをシ
ステマティックに使いこなせていない
ことが原因なのかもしれない。 
 
 その日の夕方は関東一円で突風を伴
う荒天になり、ロケは翌日に延期。寒
冷前線性の雨は16時には上がってしま
ったが、延期はすでに決まっていたの
で、早めに宿舎の渋谷へ。時間があっ
たので、代々木公園に走りにいく。疲
れているので40分くらい走るつもりだ
ったが、走ってみると気持ちよく、85
分走った。 
 
4 月 29 日 
この日も谷中で撮影を行ない、夕方
飯能へ。翌 30日は高麗の日和田山での
撮影だ。街での読図試験に合格したテ
レビ戦士が今度はもっと難しいアウト
ドアでの読図に挑戦するという想定だ。
まず巾着田で、スタートシーンをとり、
その後山に移動。ある程度台本はある
が、基本的には子どもたちの行動に任
せ、大きく間違いそうな時に、ヒント

を与えるといった感じで進む。前半の
単純な道の部分ではうまく進めた子ど
もたちも、後半の小径が錯綜する部分
では、うまく現在地を把握することが
できない。 
そして感動の山頂へ。３日間一緒に
いると、子役とも気持ちが通うような
気がする。ジーナもなついて親子気分。
山頂で肩もみまでしてくれた。 
 
5 月 3 日 
この日から始まるゴールデンウィー
ク 4days では、MNOP としてワークショ
ップの手伝いをすることになっていた。
ワークショップが始まる夕方までは、5
月末のミドル選考会のための地図調査
の残りを仕上げる。前からヤブだった
エリアはかなりきれいになっていたが、
その分溶岩が形成した複雑な地形を確
実に地図化しなければならない。ワー
ルドカップに使われた2000年時の調査
者は中村弘太郎だったはずだ。今では
日本を代表するマッパーとなった彼だ
が、2000 年は、まだこんなレベルだっ
たのかと時の流れを感じながらの調査。 
日頃から腰痛と肩こりを訴える怜を
連れていき、親子でありに針を打って
もらった。 
 

5 月４日：またもメンター発見 
モンベルのトライアンドキャリーを
見るため、石川県羽咋に向かった。た
った２時間なのに、高速の運転でかな
り疲労感あり。ひなたの調査で、さら
に疲労感。そのくせ、今浜まで走って
帰って、くたくた。 
 
5 月 5 日 
昨日の疲れはかなり取れたが、午前
中はやる気なし。しかしミニアドベン
チャーレースに出場を決めると、「ア
ドレナリンが出る」。最近こういう刺激
が不足しているからな。午後は、兼六
園を見学したり、ゆっくり食事と飲み
を楽しむ。 
 

 
▲モンベルのトライ＆キャリーにて。社長
の辰野氏自ら女の子にエスキモーロールの
指導。そのホスピタリティーがモンベル成
功の秘密とみた。ここにも我がメンターが
いた。 
 

 
5 月 6 日 
福井で行なわれている綾の試合に寄
って、２試合ほど見てから帰る。高速
はがらがらで、福井から４時間半、
17:30 には清水に帰りついていた。オリ
エンテーリングとは関係ない旅行をす
る連休は生まれて初めて？帰りの高速
も 2 時間運転するが、運転中ねむけの
ような集中力を欠くような不調感あり。
なんだかんだいっても半分「仕事」な
ので疲れているのだろう。 
 
5 月７日 
３日間連続で世界選手権関係の夢を
見た。１日目は中堅国相手にトレーニ
ングキャンプをする夢で、残りの二日
は地図調査の夢だった。空中写真を見
て、「これは使える」と思うリアルな夢
だった。 
さらに翌日はアドベンチャーレース
をしている夢をみた。これは強迫観念
なのだろうか、それとも再びチャレン
ジする日を待ち望んでいる夢なのだろ
うか？どちらの夢もワクワクするよう
なポジティブな感情も、義務感でやら
されているネガティブな感情もないニ
ュートラルな夢だった。きっと、それ
は潜在意識を忠実に反映しているのだ
ろう。 
 
5 月 11 日 
朝起きると、自転車で出かけないと
もったいないほどの五月晴れ。今日は
夕方からJOAへ出かける用事があった。
こういう時は帰りのことを考えて車で
いくのだが、今日は天気の誘惑に勝て
なかった。授業を終えて JOA へ。会議
は疲れたが、夜道の自転車が心地よか
った。 
 
5 月 13 日 
久しぶりに家でのんびりの土曜日。
午前中はやる気なく、だらだらと道迷
い本の改訂版の執筆をする。2001 年に
出て、あっという間に６刷を重ねた。
田中正人は「読むほどに発見がある」
と言ってくれたが、こちらは読むほど
に「よくこんな不完全な本が世に出て、
しかも市場と専門家にも受けたもの
だ」と思う。30 代の時、へたくそな学
生オリエンティアたちとつきあった実
体験と、彼らのために徹底的に考え抜
いた理論的バックボーンがあったれば
こその成功だったと改めて思う。その
後数年間の間に、より広い対象の人た
ちに地図読みを教える機会を持ち、ま
た研究や調査も積み重ね、また人的交
流も進んだ。さらに進化したナヴィゲ
ーション本ができそうだ。 
 
夕方は、ハコネトレイルランレース
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の予行演習でハイドレーションを背負
って 100 分走る。ハイドレーションパ
ックの上部の空気抜きを忘れて、走る
たびにちゃぷちゃぷいって煩わしい。
こういうのは実際に使ってみないと分
からないものだ。レース時間に比べた
らはるかに短い時間だが、走れそうな
気がほんのちょっとしてくる。 
 
5 月 14 日 
 綾の学校で、地域向けのヨガ講座の
募集があって、この日からいくことに
した。彼の学校の、英語のアシスタン
トティーチャーがインド人で、ヨガの
指導者資格を持っているのだ。禅やピ
ラティスなど心身相関的な活動は一通
り興味を持っていて、前からヨガにも
興味を持っていたのだが、「Oggi」あた
りを読んでいるちょっと知的な30代女
性がやっている的イメージがあって敬
遠していた。今回は、本場インドの先
生に習えること、９回シリーズで受講
料がたった 1000 円なので、喜んで応募
した。午後の連続授業でやや疲れ気味
の一日であったが、さっそく効果あり。 
 
5 月 15 日 
比較的気合いの入る授業二つで、や
や疲れ気味。ランの最中左胸にかなり
強い圧迫感があり、60 分ほど走る予定
が、40分で断念、走ることができず 10
分歩いて大学に帰る。ハコネはやっぱ
り第二関門までだなあと思う。 
 

5 月 20 日：宝探し 
 父の実家のある小田原で、蔵を壊し
て、土地も処分するという。この蔵に
はマンション暮らしの父が、私が子ど
ものころ作った工作や大学時代のオリ
エンテーリングのトロフィーなど、捨
てられないが日常生活では邪魔にしか
ならないものがしまわれている。その
「宝探し」に出かける。 
 幼稚園から小学校６年にいたる図画
作品は、きれいにスクラップされてあ
った。それをみて改めて思ったのは、
「絵と文字には全く才能がなかったが、
地図には天才的な才能があった」とい
うことだ。小学校１年の時に、通学路
の地図を描かされた。その時、幼いな
がらに、他の子どもの地図とはレベル
が違うとほのかに思った記憶があるが、
その地図も出てきた。発達心理学的に
言えば、この年代の子どもは地図を完
全に上からの視点で描くことができず、
店や学校の正面図を添えてみたりする。
この通学路の地図はそうした絵地図的
要素を排した、不気味なほど地図らし
い地図だった。 
 小学校５年生の時に地形図から作っ
た丹沢の立体模型も出てきた。５年生

の時、一夏かけて、2mm 厚のボール紙を
金属加工用の糸鋸で切って作った作品
だ。主曲線を 2mm 厚のボール紙にして
垂直・水平比を１：１にしたところに
も、小学生らしからぬこだわりが見ら
れる。 

 
▲田舎の蔵で親子三代、宝物探し。足下に
あるのが小学校５年から中学１年にかけて
作った地形模型３作。 
 

5 月 26 日：ハコネトレイルラン：
気分は横山峰弘 
JOA 総会。興奮と緊張で早起きしてし
まう。総会でも理事会でも、少しづつ
未来を見据えた議論ができるようにな
ってきた。「村越さんはどんなビジョ
ンを持っているのか？」と問う若い理
事たちの発言はヘビーではあるが、組
織を動かす原動力ともなりえる。自分
の責任をわきまえ、できることとでき
ないことを見極め、できることに最大
限に努力する知恵を持ちたい。新しい
若い理事たちにも期待したい。 
充実感はあったが、さすがに箱根に
向かう電車ではぐったりした。宿につ
いたのは 19:30 すぎだった。すでにカ
ッシー、利佳ちゃん、許田、長柄さん
は到着し、準備に余念がなかった。夕
食後、翌日の行動食を整理すると、心
なしかワクワクする。 

 
▲ハコネトレイルラン前夜。行動食のパッ
ケージの余計な部分を切り落として、気分
は横山峰弘。 

 
 

5 月 27 日 
ハコネトレラン当日。目標は約 40km
先の第二関門である。ロゲインを除け
ばこの半年３時間以上の運動をしたこ
とがなく、最近もいいとこ 100 分止ま
りのトレーニング量で、55km という距
離が果てしなく遠く思える。第二関門
でさえ到達できるのだろうか。筋肉に
ダメージを与える登り下りでは過剰と
も思える自重した走りをした。 
そのおかげと、どこまで言っても続
くアスリートの流れに刺激され、ペー
スは落ちてきたものの芦ノ湖湖尻の第
二関門が近づいてきた。脚で痛いとこ
ろがでたらやめよう、気分障害が出た
らやめよう、胸痛がでたら即歩こう、
その他様々なやめる言い訳を想定して
いたが、そのいずれも発生することな
く第二関門に来てしまった。どうせこ
の先神山越えは登りも下りもほとんど
走らないはずだ。棄権の口実もなく、
第二関門から先に走り出してしまった。 
さすがに神山の登りでは脚も胸も重
く、また下りではひざにかなりの負担
が来たが、なんとか走り終えた。やっ
ぱり完走には達成感がある。 
三河高原トレイルランニングレース
に招待した横山峰弘さんに挨拶にいく
と、開口一番「ふがいない成績で済み
ません」。今年はトレイルランニングレ
ースに賭けるという横山さんのパフォ
ーマンスに期待したい。 

 
▲使用前。元弟子の許田、田島と。 

 
5 月 29 日 
１日たって、朝からやや疲れ気味だ。
気分は悪くなかったの自転車でいくが、
集中力に欠けていた。横断歩道のない
車道を渡ろうと思って停止した時に、
ビンディングペダルだったのを思い出
したが、焦ってはずせず、立ちごけ。
その時はあまり痛みを感じなかった左
尻は、午後からはっきりわかるほど腫
れてきた。そんなこんなで終日うつう
つしていたが、夜のニュースで、日本
に38年ぶりにミスユニバースをもたら
した静岡出身の森さんの受賞挨拶で、
「自分がこれからどれだけがんばれる
か期待していきたい」という表現に心
打たれた。 

（村越 真） 


